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社労士ネット通信 
第３１号（平成２４年１月１０日） 

 
 
― 会長 入来院 重宏 ― 

 

皆様、新年明けましておめでとうございます。 

平成２４年の新春を迎えるに当たり、一言ご挨拶を申し

上げます。 

 昨年を振り返りますと、３月１１日に発生した東日本大

震災により、数多くの尊い命が犠牲になりました。また、

原発事故に伴う放射能汚染により、依然として営農を再開

できない農業者が数多くおり、極めて厳しい状況のまま新

年を迎えました。ＴＰＰ（環太平洋連携協定）への参加も

進み、先の見えない深刻な状況でありますが、社労士ネッ

トとしても、雇用に関する分野を通して被災者支援、農業者支援に微力ながら貢献してい

きたいと考えています。 

社労士ネットは、一昨年８月の発足当時は、５５人（２５都府県）だった第１号会員（社

労士）も、昨年末時点では８３人（３５都道府県）と着実に増加・拡大しております。こ

れも、事務局を引き受けていただいている全国農業会議所をはじめ都道府県農業会議、（社）

日本農業法人協会等、関係団体や多くの方のご協力のお陰であり、心より感謝いたします。 

さて、昨年の社労士のネットの活動の主だったものとして、２月に全国農業会議所が開

催した「農業雇用改善推進事業第２回担当者会議」があります。全国から社労士ネット会

員１３名が参加し、農業の雇用の問題点などについて積極的な意見交換が行われました。

９月には、障害者雇用を積極的に推進している先進的な農業法人である静岡県浜松市の京

丸園（株）の協力を得て充実した研修を開催することができ、翌日には、同市で第１回通

常総会を第１号会員２７名、第３号会員２団体が出席して開催いたしました。 

各県におかれましても、農業会議と社労士ネット会員が連携し、農業法人等での就業環

境改善に向け、さまざまな活動に取り組んでおられることを聞いております。 

厳しい雇用状況が続く中、農業法人等に就職する若者も年々増加しておりますが、農業

の現場における労働条件や労働環境の実態は、他産業と比較してまだまだ十分なものとい

えません。昨年の年頭のご挨拶の中で、農業の目指すべき労働条件の改善ポイントとした

①賃金額の引き上げ（平均年収 300 万円へ）、②働く意欲につながる安定した賃金制度へ

の転換（時給制・日給制から月給制へ）、③社会保険の加入――の３点を本年も引き続き

掲げたいと考えます。 

農業の明るい未来を信じて日々汗を流している従業員を長期にわたり継続的に雇用でき

る環境を整えるため、私たち社労士ネットの仲間は地道にこつこつと、しかし全力で取り

組む所存であります。 

本年も何卒、よろしくお願い申し上げます。 

新 年 の ご 挨 拶 
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